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推進標語
「道路ふれあい月間」

「 

朗
ら
か
に

言
え
た
朝 

」

『
お
先
に
ど
う
ぞ
』が

５ １
638

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年
を

つ
つ
が
な
く
ご
健
勝
に
て
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
も
全
国
各
地
で
台
風
や

豪
雨
の
自
然
災
害
が
頻
発
し
、

広
範
囲
に
わ
た
り
多
数
の
大
き

な
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
改
め
て
哀
悼

の
意
を
捧
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
「
道
は
命
」
「
道
は

国
の
力
な
り
」
と
言
わ
れ
て
お

防
災
対
策
の
更
な
る
強
化
を
含

め
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
を
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
国
民
の
皆
様
と
丁

寧
に
、
そ
し
て
誠
実
に
対
話

し
、
小
さ
な
声
ひ
と
つ
ひ
と
つ

を
よ
く
聞
き
、
真
摯
に
受
け
止

め
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
行

政
に
お
い
て
、
現
場
を
持
つ
強

み
、
総
合
力
を
活
か
し
て
、
施

策
の
立
案
・
実
行
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

引
き
続
き
、
特
に
以
下
の
３

つ
の
柱
に
重
点
を
置
い
て
諸
課

題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

①
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

②
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
社
会

活
動
の
確
実
な
回
復
と
、
経
済

好
循
環
の
加
速
・
拡
大

③
豊
か
で
活
力
あ
る
地
方
創
り

と
、
分
散
型
の
国
づ
く
り

　

本
年
も
国
土
交
通
省
の
強
み

で
あ
る
現
場
力
・
総
合
力
を
活

か
し
て
、
国
土
交
通
行
政
に
お

け
る
諸
課
題
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
国
民
の
皆

様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
本

年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
希

望
に
満
ち
た
、
大
い
な
る
発
展

の
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

【
主
な
新
規
制
度
・
拡
充
等
】

○
高
速
道
路
の
料
金
徴
収
期
間

の
延
長

　

高
速
道
路
の
維
持
管
理
・
修

繕
や
更
新
、
社
会
・
経
済
構
造

の
変
化
等
に
合
わ
せ
た
進
化
・

改
良
の
取
組
を
確
実
に
実
施
す

る
た
め
、
国
土
幹
線
道
路
部
会

『
中
間
答
申
』
（
令
和
３
年
８

月
）
を
踏
ま
え
、
料
金
徴
収
期

間
を
延
長
。

○
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
・
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
機

能
高
度
化
に
係
る
補
助
制
度
の

創
設

　

高
速
道
路
内
に
お
け
る
自
動

運
転
の
普
及
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
推
進
の
た
め
、
自

動
運
転
車
両
拠
点
施
設
や
Ｅ
Ｖ

充
電
施
設
な
ど
利
用
者
利
便
の

確
保
に
資
す
る
機
能
高
度
化
施

設
と
一
体
と
な
っ
て
整
備
さ
れ

る
駐
車
場
（
特
定
駐
車
場
施

設
）
の
整
備
に
つ
い
て
、
計
画

的
な
支
援
を
可
能
と
す
る
補
助

制
度
を
創
設
。

○
新
た
な
積
雪
寒
冷
特
別
地
域

道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
の

策
定

　

冬
期
の
道
路
交
通
の
確
保
を

図
る
た
め
、
令
和
５
年
度
を
初

年
度
と
す
る
新
た
な
「
積
雪
寒

冷
特
別
地
域
道
路
交
通
確
保
五

箇
年
計
画
」
を
策
定
。

○
直
轄
交
通
安
全
対
策
事
業
に

係
る
国
庫
債
務
負
担
行
為
制
度

の
年
限
拡
充

　

幹
線
道
路
の
事
故
多
発
箇
所

の
対
策
な
ど
、
安
全
で
安
心
な

通
行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
に

重
要
な
交
通
安
全
対
策
事
業

（
直
轄
）
に
つ
い
て
、
効
率
的

か
つ
適
切
な
工
事
発
注
や
工
事

体
制
の
確
実
性
の
確
保
を
図
る

た
め
、
国
庫
債
務
負
担
行
為
の

年
限
を
２
箇
年
か
ら
３
箇
年
以

内
に
拡
充
。

り
ま
す
よ
う
に
、
高
規
格
道
路

か
ら
生
活
道
路
に
至
る
全
て
の

道
路
は
、
我
が
国
の
経
済
を
支

え
、
生
産
性
の
向
上
や
地
域
の

活
性
化
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

根
幹
的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
災

害
時
に
お
い
て
も
緊
急
輸
送
道

路
と
し
て
国
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す

る
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま

す
が
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る

災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
５

か
年
で
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な

く
、
５
か
年
加
速
化
対
策
後
も

継
続
し
て
進
め
て
い
く
こ
と

が
、
強
靭
な
国
土
を
構
築
す
る

上
で
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、
暫
定

２
車
線
区
間
の
４
車
線
化
、
ダ

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
さ
ら

に
は
老
朽
化
対
策
な
ど
、
道
路

整
備
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る

中
に
あ
っ
て
、
国
民
が
安
全
・

安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
社
会
経

済
活
動
が
活
性
化
す
る
よ
う
な

強
靭
な
国
土
の
構
築
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
中
・
長
期

的
視
点
に
立
ち
、
計
画
的
に
着

実
か
つ
迅
速
に
道
路
整
備
が
推

進
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

い
、
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻

発
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
難
局
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
は
、
政
府
一
丸
と
な

っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
動

員
し
、
着
実
に
実
行
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
は
、
感
染
状
況
を

見
極
め
つ
つ
、
地
域
経
済
を
支

え
る
観
光
の
本
格
的
な
復
興
の

実
現
、
地
域
の
暮
ら
し
や
産
業

に
不
可
欠
な
公
共
交
通
の
確
保

等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
水
際
対
策
の
緩
和

な
ど
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
と
い

う
新
た
な
段
階
に
向
け
て
、
明

る
い
兆
し
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
円
安
を
活
か
し
た
地
域
の

「
稼
ぐ
力
」
の
回
復
・
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
価
高
騰
に
つ
い
て
は
、
国

土
交
通
省
の
行
政
分
野
で
も
、

資
材
価
格
や
住
宅
価
格
、
自
動

で
あ
り
ま
す
。

　

国
土
は
、
我
々
の
時
代
だ
け

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
供
達

や
、
次
世
代
に
生
き
て
い
く
人

達
が
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活

を
営
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
、
今
の
時
代
に
生

き
る
者
の
責
務
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

本
年
も
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー
な

ど
の
事
業
者
や
道
路
を
利
用
す

る
全
て
の
方
々
の
声
を
聴
き
、

そ
の
声
を
国
会
議
員
や
国
土
交

通
省
な
ど
の
関
係
機
関
に
届
け

て
、
道
路
利
用
者
の
た
め
に
な

る
事
業
の
展
開
に
寄
与
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

方
に
は
さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
す
る
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
１
日
も
早
い
収
束
を
願
い
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

車
・
船
舶
・
航
空
機
等
の
燃
料

価
格
の
高
騰
な
ど
、
現
に
影
響

が
生
じ
て
い
ま
す
。
国
民
生
活

や
事
業
活
動
を
守
る
観
点
か

ら
、
関
係
省
庁
と
し
っ
か
り
連

携
し
、
迅
速
か
つ
着
実
に
必
要

な
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

気
候
変
動
に
伴
う
自
然
災
害

の
激
甚
化
・
頻
発
化
に
よ
り
、

昨
年
も
、
８
月
、
９
月
に
発
生

し
た
大
雨
や
台
風
に
よ
り
、
全

国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
生
じ

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方

々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

　

私
は
、
災
害
に
よ
り
犠
牲
と

な
る
方
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ

と
こ
そ
、
政
治
の
役
割
で
あ
る

と
い
う
想
い
を
も
っ
て
、
政
治

家
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
想
い
の
も

と
に
、
災
害
を
防
ぎ
、
国
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
と
い
う
国

土
交
通
省
の
持
つ
極
め
て
重
要

な
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
事
前

　

令
和
５
年
と
い
う
新
年
を
迎

え
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
第
２
次
岸
田
改

造
内
閣
が
発
足
し
、
引
き
続
き

国
土
交
通
大
臣
の
任
に
当
た
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
も

国
土
交
通
行
政
に
対
す
る
皆
様

の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

現
在
、
我
が
国
は
、
国
難
と

も
言
え
る
状
況
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に

伴
う
国
内
需
要
の
減
少
、
労
働

力
不
足
等
の
厳
し
い
状
況
に
直

面
す
る
中
、
令
和
２
年
か
ら
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
は
、
我
が
国
の
社
会
経
済
や

国
民
生
活
へ
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
を
契
機
と
し
て
、

世
界
的
な
物
価
高
騰
、
円
安
が

進
行
し
、
経
済
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
ほ
か
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
が
脅
か
さ
れ

る
な
ど
、
外
交
・
安
全
保
障
環

境
も
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
気
候
変
動
に
伴

斉藤鉄夫
国土交通大臣

古賀 誠
全国道路利用者会議会長

計画的に着実かつ迅速な道路整備の推進を！

年 
頭 

挨 

拶

ス
テ
ム
の
Ｄ
Ｘ
、
Ｇ
Ｘ
の
推
進

に
よ
る
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

重
点
的
に
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加

速
化
対
策
」
に
基
づ
き
、
防
災

・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取
組

の
加
速
化
・
深
化
を
図
る
た

め
、
令
和
４
年
度
補
正
予
算
と

合
わ
せ
て
、
重
点
的
か
つ
集
中

的
に
対
策
を
講
じ
る
と
し
て
い

る
。

　

国
土
交
通
省
は
、
令
和
４
年

12
月
23
日
に
「
令
和
５
年
度
道

路
局
関
係
予
算
決
定
概
要
」
を

発
表
し
た
。

　

令
和
５
年
度
道
路
局
関
係
予

算
は
、
２
兆
１
，
１
８
３
億
円

（
前
年
度
比
１
・
00
）
と
な
っ

て
お
り
、
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
、
予
防
保
全
に
よ
る
老

朽
化
対
策
、
人
流
・
物
流
を
支

え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
拠
点
の

整
備
、
道
路
空
間
の
安
全
・
安

心
や
賑
わ
い
の
創
出
、
道
路
シ

令
和
５
年
度
道
路
局
関
係
予
算
決
定
概
要

R5決定額（A） 前年度（B） 倍率(A/B)

直轄事業 15,953 15,943 1.00 

改築その他 10,520 10,644 0.99 

維持修繕 4,373 4,226 1.03 

諸費等 1,060 1,073 0.99 

補助事業 5,133 5,049 1.01 

高規格道路、IC等アクセス道路その他 2,086 2,106 0.99 

道路メンテナンス事業 2,245 2,234 1.01 

交通安全対策事業（通学路緊急対策） 555 500 1.11 

除雪 125 119 1.05 

補助率差額 103 90 1.14 

有料道路事業等 116 117 1.00 

合計 21,183 21,109 1.00 

注1．
道路関係予算合計には、社会資本整備総合交付金からの移行分が含まれており、社会資本整備総合交付金からの移行分を含まない場合は国費21,128億円[

対前年度比1.00]である。

注2． 直轄事業には、地方公共団体の直轄事業負担金（2,937億円）を含む。

注3． 四捨五入の関係で、各計数の和が一致しない場合がある。

※
上記の他に、防災・安全交付金（国費8,313億円[対前年度比1.02]）、社会資本整備総合交付金（国費5,492億円[対前年度比0.94]）があり、地方の要望

に応じて道路整備に充てることができる。

※
上記の他に、東日本大震災からの復旧・復興対策事業として、令和5年度予算において社会資本整備総合交付金（国費116億円［対前年度比1.12］）があ

り、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる。

※ 上記の他に、行政部費（国費8億円）およびデジタル庁一括計上分（国費10億円）等がある。

＜参考＞防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

道路関係予算は、令和4年度補正予算において国費3,298億円が措置されている。

※この他に防災・安全交付金および社会資本整備総合交付金があり、地方の要望に応じて道路整備に充てることができる。
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